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弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン

派
遣
を
許
さ
な
い
！

　

青
森
市
議
会
は
、
９
月
28
日

の
本
会
議
で
「
ア
ウ
ガ
」
を
支

援
す
る
条
例
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。
「
ア
ウ
ガ
の
公
共

化
」
を
す
す
め
て
い
く
う
え

で
、
条
例
案
が
否
決
さ
れ
破
産

状
態
と
な
っ
て
か
ら
の
公
共
化

は
厳
し
い
も
の
に
な
る
た
め
、

６
月
議
会
、
７
月
臨
時
議
会
で

は
反
対
し
て
い
た
政
党
が
、
破

産
回
避
の
た
め
に
賛
成
に
回
る

こ
と
は
解
る
と
し
て
も
、
自
民

清
風
会
の
よ
う
に
「
市
長
退
陣

の
道
筋
を
つ
け
る
た
め
の
賛

成
」
は
納
得
で
き
な
い
。
条
例

案
の
可
決
に
よ
り
、
来
年
３
月

ま
で
の
運
転
資
金
が
確
保
さ

れ
、
公
共
化
に
向
け
一
歩
前
進

し
た
と
は
い
え
、
公
共
化
の
中

身
を
ど
う
す
る
か
な
ど
問
題
は

山
積
し
て
い
る
。
営
業
と
雇
用

へ
の
影
響
も
最
小
限
に
と
ど
め

る
必
要
が
あ
る
。
「
ア
ウ
ガ
」

問
題
と
い
う
負
の
遺
産
を
背
負

っ
た
鹿
内
市
長
に
同
情
す
る
の

は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
新
生

「
ア
ウ
ガ
」
の
フ
ロ
ア
イ
メ
ー

ジ
案
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
①
「
中
心
市
街
地
活

性
化
を
牽
引
す
る
核
的
施
設
の

役
割
。
②
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

貢
献
で
き
る
機
能
を
基
本
に
配

置
し
、
そ
の
機
能
と
の
相
乗
効

果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
庁
舎

機
能
の
配
置
を
検
討
す
る
。
」

と
し
て
い
る
。
青
森
県
の
最
賃

７
１
６
円
で
は
生
活
で
き
な
い

と
若
者
が
首
都
圏
に
流
出
し
て

い
る
。
①
、
②
を
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
賃
金
の
底
上
げ
で
経
済

を
活
性
化
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

（
柳
谷
）

青森・弘前 軍事パレード
南スーダンへの壮行会？

22
年
ぶ
り
の
日
本
平
和
大
会
in 

三
沢
に
青
森
県
か
ら
600
名
余

　

10
月
30
日
、
青
森
市
駅
前

公
園
で
「
自
衛
隊
を
南
ス
ー

ダ
ン
に
送
る
な
！
い
の
ち
を
守

れ
！
青
森
集
会
」
が
開
催
さ
れ

寒
い
風
雨
の
中
、
全
国
各
地
か

ら
１
２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
は
、
県
労
連
な
ど

１
１
５
団
体
が
参
加
す
る
「
戦

争
法
廃
止
を
求
め
る
青
森
県
民

青
森
市
の
軍
事
パ
レ
ー
ド

弘
前
の
50
人
の
抗
議
行
動

県内3野党そろってのパレード

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
戦
争
さ

せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
で

す
。
集
会
は
、
青
森
の
陸
上
自

衛
隊
第
９
師
団
第
５
普
通
科
連

隊
が
、
11
月
に
南
ス
ー
ダ
ン
に

初
め
て
「
駆
け
つ
け
警
護
」
な

ど
が
付
与
さ
れ
、
「
殺
し
殺
さ

れ
る
」
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も

と
で
緊
急
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

集
会
は
、
神
田
健
策
・
県
９

条
の
会
共
同
代
表
の
主
催
者
挨

拶
、
高
田
健
・
「
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」
共
同
代
表
の

情
勢
報
告
に
続
い
て
、
青
森
市

　

10
月
22
日
・
23
日
、
三
沢
市

公
会
堂
を
中
心
に
「
２
０
１
６

年
日
本
平
和
大
会
in
三
沢
」
が

開
催
さ
れ
、
１
５
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
三
沢
で
の
日

本
平
和
大
会
は
22
年
ぶ
り
で

す
（
前
回
参
加
者
１
７
０
０

名
）
。

　

今
回
の
平
和
大
会
は
、
戦
争

法
の
成
立
を
受
け
て
、
、
南
ス

ー
ダ
ン
に
初
め
て
「
駆
け
つ
け

警
護
」
な
ど
の
任
務
が
付
与
さ

れ
た
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
、
自

衛
隊
員
が
「
殺
し
殺
さ
れ
る
」

事
態
が
懸
念
さ
れ
る
も
と
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
集
会
に
先
立
っ
て
「
三

沢
基
地
調
査
」
が
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
の
参
加
者
６
１
０
名
が

バ
ス
15
台
に
分
乗
し
て
三
沢
空

港
や
金
刀
比
羅
宮
、
基
地
周
辺

を
見
学
し
ま
し
た
。
県
内
の
ガ

イ
ド
は
３
回
の
ガ
イ
ド
養
成
講

座
に
参
加
し
た
30
名
が
誠
実
に

対
応
し
ま
し
た
。

　

開
会
集
会
は
、
県
実
行
委
員

会
を
代
表
し
て
大
竹
進
実
行
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
、
米
軍
の
世

界
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
た
三
沢

米
軍
基
地
、
車
力
の
Ｘ
バ
ン
ド

レ
ー
ダ
ー
、
３
軍
の
自
衛
隊
基

地
、
さ
ら
に
原
発
・
核
燃
施
設

が
集
中
立
地
す
る
な
ど
の
危
険

性
を
指
摘
、
沖
縄
の
闘
い
と
連

帯
し
て
闘
お
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
青
森
県
は
バ
ス
７
台
な

ど
で
約
６
０
０
名
が
参
加
、
要

員
約
１
０
０
名
は

基
地
ガ
イ
ド
や
受

付
、
案
内
、
誘

導
、
舞
台
・
会
場

設
営
、
パ
レ
ー
ド

指
揮
な
ど
に
奮

闘
、
平
和
大
会
成

功
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
来
年

は
山
口
県
岩
国
市

で
開
催
さ
れ
ま

す
。

長
選
挙
を
野
党
統
一
で
た
た
か

う
野
党
三
党
か
ら
民
進
党
の
升

田
世
喜
男
衆
院
議
員
、
共
産
党

の
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
、
社

民
党
の
三
上
武
志
代
表
が
連
帯

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
途
中

参
加
の
田
名
部
匡
代
参
院
議
員

も
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

「
マ
マ
の
会
＠
青
森
」
の
メ

ン
バ
ー
は
、
「
誰
の
子
ど
も
殺

さ
せ
な
い
」
「
マ
マ
は
戦
争
し

な
い
と
決
め
た
」
な
ど
と
コ
ー

ル
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
員
の
息

子
を
持
つ
北
海
道
千
歳
市
の
平

和
子
さ
ん
は
、
「
息
子
を
殺
し

殺
さ
せ
な
い
た
め
に
南
ス
ー

ダ
ン
派
遣
反
対
」
を
訴
え
ま
し

た
。
集
会
終
了
後
、
繁
華
街
を

賑
や
か
に
パ
レ
ー
ド
、
市
民
に

「
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
反
対
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

開会集会に1200名が参加

　
10
月
15

日
、
青
森
市

で
陸
上
自
衛

隊
第
９
師
団

の
「
師
団
結

成
54
周
年
記

念
パ
レ
ー

ド
」
が
青
森

市
繁
華
街
で

30
分
間
に
わ

た
っ
て
実
施

さ
れ
ま
し

た
。

　
青
森
市
で

の
軍
事
パ
レ

ー
ド
は
５
回

目
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
４
回
に
比
し
て
最

大
規
模
で
、
自
衛
隊
員
３
５
０

名
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
Ｆ
２
戦

闘
機
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
含
め

た
軍
用
機
９
機
、
車
両
50
両
、

顔
に
黒
く
ペ
イ
ン
ト
と
し
た
精

鋭
ぞ
ろ
い
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊

の
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
沿

道
に
は
イ
ス
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
は
日
の
丸
を
自
衛
隊
か
ら

渡
さ
れ
て
振
っ
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
２
千
人
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
昨
年
よ
り
も

少
な
く
感
じ
ま
し
た
。

　
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
反
対
す
る

平
和
委
員
会
や
県
労
連
、
新
婦

人
、
年
金
者
組
合
、
共
産
党
、

救
援
会
、
国
賠
同
盟
な
ど
か
ら

40
人
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
幕

を
持
ち
、「
軍
事
パ
レ
ー
ド
反

対
」「
第
５
普
通
科
連
隊
を
南

ス
ー
ダ
ン
に
行
か
せ
な
い
」「
南

ス
ー
ダ
ン
派
遣
反
対
」「
南
ス

ー
ダ
ン
か
ら
撤
退
」
な
ど
と
コ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
、
弘
前
市
の
繁
華

街
で
第
９
師
団
弘
前
駐
屯
地
の

結
成
記
念
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
弘
南
黒
地
区
労

連
な
ど
が
参
加
す
る
「
戦
争
い

や
だ
、
憲
法
守
れ
！
中
弘
南
黒

の
会
」
や
弘
前
平
和
委
員
会
な

ど
50
名
が
参
加
、「
自
衛
隊
を

南
ス
ー
ダ
ン
に
送
る
な
」
と
抗

議
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
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第312回
まちがい
さがし

近
所
に
新
し
い
ス
�
パ
�

が
開
店
。
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
は

必
死
で
売
り
出
し
や
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
し
て
対
抗
！
消
費
者

と
し
て
は
あ
り
が
た
い
が
、
そ

う
い
う
こ
と
を
必
死
で
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
せ
ち

が
ら
い
世
の
中
よ
！
（
鎌
田
文

子
・
年
金
者
組
合
）

最
近
海
釣
り
に
行
く

機
会
が
少
な
く
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
く
西
海
岸

へ
ム
ラ
ソ
イ
や
ク
ジ
メ
を
釣
り

に
行
き
た
い
で
す
。(

工
藤
順

勝
・
私
教
連)

ザ
津
軽
三
味
線
２
０
１
６

を
聴
き
に
弘
前
市
民
会
館
へ
。

ＴＰＰ批准断固反対！
 ̶青森集会に150名 ̶

県
内
四
ヵ
所
で
年
金
一
揆

あ
い
さ
つ
、
民
医
連
が
決
意
表

明
を
行
い
、
集
会
宣
言
を
採
択

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
等
を
市

民
に
訴
え
な
が
ら
整
然
と
パ
レ

ー
ド
を
実
施
し
た
。
先
の
通
常

国
会
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
が

「
重
要
農
産
品
で
無
傷
な
も
の

は
一
つ
も
な
い
」
と
認
め
、
安

倍
政
権
の
公
約
と
国
会
決
議
違

反
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た

　

10
月
18
日
青
い
森
公
園
で

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ
な
い
！

緊
急
青
森
集
会
」
を
当
初
の
予

定
よ
り
は
る
か
に
多
い
１
５
０

人
を
結
集
し
て
開
催
し
た
。
民

進
、
共
産
、
社
民
の
野
党
共
闘

３
党
と
生
協
連
の
代
表
が
来
賓

音
色
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
。

石
垣
修
理
の
た
め
に
移
動
し
て

い
る
お
城
も
見
て
き
ま
し
た
。

下
北
か
ら
12
時
間
近
く
の
旅
―

楽
し
か
っ
た
で
す
。
（
都
谷
森

孝
子
・
年
金
者
組
合
）

90
歳
に
な
り
ま
し
た

１
０
０
歳
ま
で
長
生
き
す
る
よ

う
車
イ
ス
生
活
で
も
が
ん
ば

る
。
（
成
田
つ
る
え
・
年
金
者

組
合
）

せ
�
か
く
収
穫

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、

ぶ
ど
う
し
っ
か
り
カ
ラ
ス
に
や

ら
れ
ま
し
た
。
急
い
で
網
か
け

ま
し
た
が
だ
め
で
し
た
。
皮
を

む
い
て
上
手
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。
（
千
葉
美
千
代
・
年
金
者

組
合
）

部
屋
の
模
様
替
え

を
母
と
二
人
で
し
ま
し
た
。
要

る
も
の
と
要
ら
な
い
も
の
を
整

理
し
た
ら
だ
い
ぶ
ス
ッ
キ
リ
し

た
の
で
、
前
回
頂
い
た
図
書
券

も
使
っ
て
参
考
書
を
買
い
に
行

き
ま
し
た
。
（
三
浦
し
の
ぶ
・

ひ
だ
ま
り
）

退
職
者
の
会

が
今
年
で
創
立
25
周
年
に
な
り

ま
す
。
11
月
に
は
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
交
流
と
親
睦

を
ま
す
ま
す
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
伊
藤
和
夫
・
年
金
者

組
合
）

こ
れ
か
ら
秋
闘

の
時
期
と
な
り
ま
す
ね
。
皆
さ

ん
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

（
相
馬
貴
之
・
健
生
労
組
）　

最
初
見
て
分
か
�
た

間
違
い
は
４
つ
。
最
高
難
易
度

の
間
違
い
探
し
で
し
た
。
（
下

山
智
裕
・
弘
前
大
学
職
組
）

　

10
月
14
日
を
中
心
に
全
国
各

地
で
「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安

心
で
き
る
年
金
を
」
掲
げ
て
、

「
２
０
１
６
年
年
金
一
揆
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
で

は
、
青
森
市
・
弘
前
市
・
八
戸

市
・
十
和
田
市
の
４
か
所
で
開

催
、
年
金
者
組
合
や
労
働
組

合
、
民
主
団
体
も
参
加
し
ま
し

た
。
青
森
集
会
は
、
年
金
者
組

合
東
青
支
部
の
柳
谷
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
、
政
府
の
年
金
改
悪

法
案
の
内
容
（
物
価
が
上
が
り

賃
金
が
下
が
る
場
合
で
も
年
金

の
引
き
下
げ
）
を
き
び
し
く
批

判
、
法
案
を
廃
案
に
す
る
た
め

に
も
青
森
年
金
裁
判
の
勝
利
を

勝
ち
取
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
東
青
地
区
年
金
裁
判
を
支

援
す
る
会
の
小
池
会
長
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
、
集
会
決
議
の
採

択
後
、
市
内
を
デ
モ
行
進
、
年

金
改
悪
法
案
反
対
を
市
民
に
訴

え
ま
し
た
。

　

三
八
地
区
は
年
金
一
揆
の
集

会
後
、
市
中
を
デ
モ
行
進
、
沿

道
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

終
了
後
、
「
青
森
年
金
裁
判
を

ど
の
活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し

た
（
会
長
・
中
道
博
章
三
八
地

労
連
議
長
）
。
中
弘
南
黒
地
区

150人が参加したTPP反対集会

13名が参加した共済学校

青森市で開催された年金一揆

　

10
月
８
日
、
第
３
回
共
済
学

校
を
開
催
、
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
共
済
学
校

の
講
師
を
共
済
本
部
に
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
自

前
の
講
師
（
今
、
田
中
、
高

支
援
す
る
会
三
八
連
絡
会
」
を

結
成
、
裁
判
勝
利
の
た
め
会
員

の
拡
大
と
年
金
裁
判
の
傍
聴
な

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
12
月
15
日

●
発
表
＝
１
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
312
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
310
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
ひ
げ
②
杖
③
右

の
女
性
の
髪
④
猫
の
し
っ
ぽ

⑤
リ
ボ
ン
⑥
花
⑦
左
の
女
性

の
そ
で

《
当
選
者
》
16
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

橋
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

全
労
連
共
済
は
、
組
合
員
と

そ
の
家
族
の
生
活
を
守
る
た

め
、
「
小
さ
い
掛
金
」
で
「
大

き
な
保
障
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
旧
労
働
共
済

を
中
心
に
２
０
１
０
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
労
働
組
合
の
共

済
事
業
は
、
労
働
組
合
法
第
９

条
で
保
障
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
を
契
機
に
協
同
組

合
共
済
や
労
働
組
合
共
済
へ
の

攻
撃
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

全
労
連
共
済
青
森
支
部
の
自

動
車
共
済
は
、
今
年
か
ら
代
理

所
に
昇
格
、
加
入
の
受
付
・
更

新
・
集
金
な
ど
を
自
前
で
行

い
、
募
集
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
職
場
や
地
域

で
共
済
担
当
者
を
配
置
し
、
共

済
の
募
集
活
動
を
旺
盛
に
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

村
上
美
津
子

（
年
金
者
組

合
）
、
鎌
田
文

子
（
年
金
者
組

合
）
、
千
葉
美

千
代
（
年
金
者

組
合
）
、
工
藤

順
勝
（
私
教

連
）
、
藤
本
美

紀
（
ひ
だ
ま

り
）

全
労
連
共
済
に
加
入
し
よ
う

― 

共
済
学
校
開
催 

―

黒
塗
り
の
交
渉
経
過
資
料
の
提

出
な
ど
、
政
府
の
秘
密
主
義
が

国
民
の
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
臨
時
国

会
で
の
強
行
採
決
を
狙
っ
て
い

る
。
新
た
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
影
響
試

算
の
根
拠
を
失
わ
せ
る
輸
入
米

価
格
偽
装
や
、
協
定
文
の
誤
訳

な
ど
も
次
々
に
明
ら
か
に
な

り
、
審
議
の
前
提
が
崩
れ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
参
加

各
国
の
承
認
手
続

き
も
不
透
明
な

中
、
情
報
開
示
も

十
分
な
審
議
も
な

い
ま
ま
、
い
ま
日

本
が
批
准
を
急
ぐ

理
由
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
批
准
阻

止
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
。
（
今
）

集
会
に
は
50
名
が

参
加
、
年
金
者
組

合
弘
前
支
部
の
平

戸
委
員
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
、
各

団
体
の
決
意
表

明
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
終
了

し
ま
し
た
。
上

十
三
地
区
は
十
和

田
市
で
４
人
の
参

加
で
街
頭
宣
伝
を

実
施
、
市
民
に
年

金
改
悪
反
対
を
訴

え
ま
し
た
。


